
品質には、万全を期しておりますが、万が一不都合があった場合は、ご使用になるのをおやめ下さ

い。そして、取扱説明書をよくお読みの上、再度点検していただき、なお異常があるときは、販売店ま

たは弊社営業所にご連絡下さい。本取扱説明書は、紛失または汚損した場合は、再発行いたします。

お気軽に販売店またはお近くの弊社営業所へご連絡下さい。 

６．修理依頼 

５．故障かな？と思ったら 

ご使用中に万一異常がありましたら、まず次のことをお確かめ下さい。 

上記以外の症状または、上記内容の確認で改善されない場合は、販売店または弊社営業所にご連絡下さい。 

 症  状 ご確認ください 

電
動
シ
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タ
ー
の
み 

開
・閉
・停
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ン
に
よ
る
開
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操
作
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『開』『閉』ボタンを押しても開閉しない。  

◆停電していませんか？ 

◆ブレーカーが切れていませんか？ 

◆ブレーカーまでの電源が遮断されていませんか？ 

５～１０分ほど開閉を続けると突然シャッターが止まり、『開』

『閉』ボタンを押しても開閉しない。 

◆開閉機保護のため、止まっています。５分～１０分たてば操作可能になりま

すそのままお待ちください。 

『開』ボタンにてシャッターは上がるが、『閉』ボタンを押しても

シャッターが下りてこない。 

◆座板スイッチの可動部が押されたままになっていませんか？ 

押されたままになっていると、信号を受信しないことがあります。 

シャッターを上まで上げたあと、すぐに自動でシャッターが下り

てきてしまう。  

シャッターを上まで上げたあと、しばらくしてから、自動でシャッ

ターが下りてきてしまう。  

◆防災信号を受電していませんか？ 

◆シャッター開閉中に『非常』ボタンを押しませんでしたか？ 

※シャッターを強制的に降ろす運転モードに設定されますので、シャッターが

全閉停止後に押しボタンスイッチ内の『復旧』ボタンを５秒以上長押しして

防災運転モードを解除してください。  

座板スイッチに障害物が接触しても止まらない。 ◆座板スイッチの両端部は信号を受信しにくい場合があります。 

座板スイッチに障害物が接触すると少し上がって止まる。 
◆安全保護のため、少し上がって止まる機構になっています。 

異常ではありません。 

突然シャッターが下りてくる。 ◆防災信号を受電していませんか？ 

『非常』ボタンを押してもシャッターが下りてこない。 
◆防災信号を受電していませんか？ 

◆座板スイッチが押されたままになっていませんか？ 

座板スイッチに障害物が接触しても止まらない。 

座板スイッチ床に接触してもシャッターが止まらない。 

◆シャッター閉鎖中に『復旧』ボタンを押しませんでしたか？ 

※シャッター閉鎖中に『復旧』ボタンを押しますと障害物感知機能が一切無

効となります。 

シャッター全閉停止後『非常』ボタンを押し、再度『復旧』ボタンを押して復

旧してください。 

※座板スイッチの両端部は信号を受信しにくい場合があります。 

降下中に『停』ボタンを押しても止まらない。 

降下中に『復旧』ボタンを押しても止まらない。 

◆防災信号及び、『非常』ボタンによるシャッター閉鎖中は、座板スイッチに

障害物が接触した場合以外は、シャッターが止まらない機構になっていま

す。 

異常ではありません。 

座板スイッチが障害物に接触したあと、座板スイッチから障害

物を除去してもシャッターが下りてこない。 

◆座板スイッチから障害物を除去後、約１０秒で降下を開始します。 

安全保護のため、止まっています。そのままお待ちください。  

『復旧』ボタンを押しても復旧できない。 
◆『復旧』ボタンを５秒以上長押ししましたか。押す時間が短いと復旧しないこ

とがあります。 

防
災
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このたびは、当製品をお買い上げいただき、ありがとうございました。お取り付け後は、常に良好なご

使用状態を維持していただくためにも正しいお取り扱いが必要です。万一、取り扱いを誤ると人身事

故や故障の原因にもなりますので、ご使用前にこの取扱説明書をお読みになリ、内容をよく理解され

た上で、正しく使用して下さい。また、本書は万一の時の処理についても記載してあリますので、いつ

でも再読できるように大切に保管しておいて下さい。 

警告 
取り扱いを誤った場合に死亡または、重傷を負う可能性がありますの

で、十分注意して下さい。 

開閉操作する前に、物が置いてないか、人の

出入りがないか、必ず確認して下さい。特に

お子様の飛び出しなどに注意して下さい。 

シャッター本体にぶらさがらないで下さい。 シャッターにハシゴなどを立て掛けて作業をしない

で下さい。作業中に他の人にシャッターを動かされ

ると危険です。 

押しボタンスイッチまたは手動閉鎖装置の周りに

は、障害物を置かないで下さい。手動閉鎖装置

は、いつでも操作できる状態にしておいて下さい。 

濡れた手で押しボタンスイッチを触らないで下さ

い。感電の恐れがあり、大変危険です。 

故意に座板に触れ、シャッター動作を停止さ

せないで下さい。故障の原因になります。 

全閉するまでの途中で手動閉鎖装置内の『復旧』ボタンを押した場合、シャッターは座

板スイッチにて停止できなくなります。大変危険ですから全閉停止するまでは絶対に

『復旧』ボタンは押さないで下さい。 

蓄電池が切れた状態でシャッターを使用すると、シャッターは座板スイッチにて停止で

きなくなります。大変危険ですから定期点検を必ずおこなうようにしてください。 



警告 
取り扱いを誤った場合に死亡または、重傷を負う可能性がありますの

で、十分注意して下さい。 

シャッターに直接水をかけないで下さい。

シャッター内部の電装部品に水がかかると故

障の原因になります。 

シャッターに物をぶつけたりしないで下さい。 
頻繁な開閉の繰り返しは、故障の原因になりま

す。モーターが加熱すると、安全の為動かなくな

ります。 

シャッターがガイドレールから外れた場合は、絶

対にシャッターの周りに近寄らないで下さい。

押しボタンスイッチ内やシャッターケース

などを分解したり、不当な修理・改造はし

ないで下さい。  

ガイドレール溝に手を入れないで下さい。指

を負傷する恐れがあります。 
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３．お手入れ方法 

1 . 高所作業の場合は、足場の安全を確保してから行って下さい。 

2 . 直接ホースで水をかけないで下さい。  

注意：清掃する際、必ず次のことを守ってください。 

■清掃手順  １.水で汚れを洗い落として下さい。  
2.水洗いで落ちない場合は、中性洗剤をぬる

ま湯で溶かし、スポンジまたは柔らかい布
で洗って下さい。  

3.水で十分に洗剤を洗い流して下さい。 

4.乾いた布で水分を拭き取って下さい。 

４．点検 

警告：必ず以下の日常点検をおこなってください。日常点検をおこなわないと人

身事故や重大事故につながる場合があります。日常点検で不具合を発見

したら、ただちに使用を止め、販売店または弊社営業所にご連絡下さい。 

１．日常点検 

１．警告、注意ラベルの脱落、破れ、はがれなどの破損がないか確認してください。読めなかったり、破損していたら、
新しいラベルと交換してください。 

２．以下の点について、シャッターの開閉状態をご確認ください。 
・今までと違った異音がしないこと 

・今までと違った振動がしないこと 

・外観に使用上有害な変形がないこと 
・上限・下限で正しく停止していること 

・停止してからシャッターが滑り降りないこと 

３．シャッター降下ライン上に、障害物などがないかご確認ください。 

４．押しボタンスイッチまたは手動閉鎖装置の周りに、障害物がないかご確認ください。手動閉鎖装置は、いつでも操
作できる状態にしておいて下さい。 

警告：必ず定期点検をおこなってください。適切な定期点検をおこなわないと、

人身事故や重大事故につながる場合があります。定期点検は専門メー

カーにご依頼ください。専門メーカー以外の点検は、人身事故や重大事

故につながる場合があります。 

２．定期点検 

定期点検契約については、販売店または弊社営業所にご連絡下さい。 

５．蓄電池の状態が正常であること 

定期点検の目安としては下表の通りです 

一日当たりの開閉頻度 定期点検回数（年） 

１～２回 ２ 

３回以上 打合せによる 
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